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72-1. 高カロリー輸液と ElementalDietによる消
化器外科の術前術後管理
碓井貞仁(生理研究室)
高カロリー輸液，経腸成分栄養法 (ED)，経腸経管栄
養法による管理の実際をのベヲそれぞれの適応について
まとめた。縫合不全に対しては高カロリ一輪液の治療効
果がきわめて高い。 EDは管理が容易で，低残法である
こと，消化液の分泌を刺激しないなどの長所を有するの
で，今後も臨床的に，実験的に検討していきたい。 
72-2. 胆道鏡検査について
久賀克也(内視鏡研究室)
近年，胆道鏡検査が普及しつつあるが，症例部位によ
り，使用する機種の選択について述べた。特に肝内結石
を目的とする場合には，諸種の鉛子類の使用が可能なら
ば，先端のアングノレ角が大きく，細めのものが優先する
と考える。
主として術後の遺残結石に対して行う術後の胞道鏡検
査については， 手術時 T-Tube挿入の際考慮すべき条
件について述べ更に胆道鏡を使用した選択的造影，選
択的洗絡が有効であることを述べた。 
72-3. 吸着型人工臓i器の臨床応用
野村庸一(人口内臓研究室) 
2重被膜加工ビーズ炭と膜型人工腎 H.F.K.を直列
に連ぎ吸着型人工臓器として1975年4月より臨床に応用
した。 2症例に人工腎として用い，それぞれ週 2及 3回
の3時間透析により， 1年4カ月を経過した。肝補助装
置として肝性昏睡10例に応用し，その 7例を覚醒し， 3 
例を救命しえた。また，多量のハロベリドール服用にて
深昏睡になった 1症例にビーズ炭のみを解毒装置として 
3時間の clirecthemoperfusionを行い，治癒せしめ
えた。 
72-4. 死体脅移植
雨宮浩(移植研究班)
昭和51年は当科，国立佐倉療養所あわせて死体腎移植 
8 伊U，生体腎移植 917~ を施行し，現在までの総計はそれ
ぞれ42例， 26例である。死体・生体腎移植の生着率はそ
れぞれ 1年が45.8，90%， 2年が33.3%，80%である。 
HLA適合度は長期生着率に， MLC S.1.は早期生着に
生体・死体両移植において相関する。成績向上には無 
wrT腎の必要性を主張した。 
72-5. 食道裂孔ヘルニアの検討
下鳥隆生 (X線研究室)
本症をX線学的に詳細に検討した結果，食道胃接合部
及び胃の脱出状態の程度により，背・腹臥位にて食道胃
接合部が横隔膜上にあるが，立位では腹腔内にあるもの
を Gracle1，立位にて食道胃接合部又は噴門部が横隔膜
上にあるものを Grade n，食道胃接合部・噴門部・胃
底部が横隔膜上にあるものを Gracle m，胃角部まで横
隔膜上にあるもののを GradeIV，胃全体が横隔膜上に
あるものを GradeVと分類した。手術症例はいずれも 
Grade m以上であった。 
72-6. 教室における食道癌， 胃癌の化学療法，免疫
療法
佐藤裕俊(病理研究室)
教室の食道癌術前合併療法は照射3000racl，BLM 100 
mg PS-K 3 g/day又 CWS400r/weekを投与し原発巣
に対し著明な効果をみているが転移リンパ節には照射野
内では BLM，PSK，CWS併用例では 40%前後の有効率 
(Ef 2，3)を示すが照射野外では10%前後と低率であ
る。胃癌の MFC，FT，FHと PS-K，cwsによる術後
化学療法では無処置例と比較し stagem20%，IV 17% 
の向上をみている。また CWSを胃癌巣周囲組織に注入
しその反応をみると原発巣に対し著明なリンパ球の浸潤
と転移リンパ節の癌細胞に変性崩壊像を認めた。
